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連
載
・
イ
ベ
ン
ト
・
新
技
術

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な「
豊
か
さ
」発
見
！

映
画『
お
だ
や
か
な
革
命
』が
伝
え
る
こ
と

佐
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吉
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地域の

地域による
地域のための

第㉗回

▼
東
北
発
の
映
画

　『
お
だ
や
か
な
革
命
』

現
在
、
上
映
中
の
映
画
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
を
引
用
し

Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ

は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

映
画
『
お
だ
や
か
な
革

命
』
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
で

映
画
制
作
の
事
業
法
人
を
主

宰
し
て
い
る
渡
辺
智
史
氏
の

最
新
の
監
督
作
品
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
鶴
岡
市
は
筆
者

の
出
身
地
で
、
同
氏
は
筆
者

の
長
男
と
同
年
齢
の
36
歳
。

筆
者
の
想
い
を
、
こ
の
映
画

は
体
現
し
て
く
れ
て
い
る
。

映
画
制
作
事
業
組
合
「
い

で
は
堂
」
は
、
出
羽
の
国
に

掛
け
た
名
称
で
あ
る
よ
う

で
、
東
北
を
背
負
っ
て
い

る
。
と
す
る
と
、
３
・
11
の

東
日
本
大
震
災
を
無
視
で
き

な
い
。
事
実
、
映
画
は
、
そ

こ
に
着
眼
と
始
点
が
あ
る
。

そ
の
内
容
と
表
現
は
、
題
名

の
通
り
「
お
だ
や
か
」
で
、

東
北
発
で
あ
る
。

▼
仕
掛
け
人
は
、

　
　
　
彌
右
衛
門
さ
ん

筆
者
は
、
本
紙
第
83
号

（
２
０
１
７
年
７
月
24
日
発

行
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応
援
酒
「
鐵

の
道
」
の
活
動
を
し
て
い
る

が
、
そ
の
関
連
行
事
と
し
て

２
０
１
２
年
６
月
に
、「
鉄

の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
東
京

る
だ
ろ
う
。

▼
東
京
で
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

映
画
を
観
た
後
、
東
京
有

楽
町
で
の
渡
辺
監
督
と
、
映

画
に
出
演
し
た
西
粟
倉
村
の

井
筒
氏
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
。
映
画
の
メ
イ

キ
ン
グ
の
話
題
の
ほ
か
、
両

人
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
知
る

こ
と
が
出
来
た
。
筆
者
が
感

心
し
た
の
は
二
人
の
テ
ン
ポ

あ
る
対
話
と
語
り
で
あ
っ
た
。

ト
ー
ク
の
主
題
は
、「
ロ

ー
カ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
」
で

あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
思
考

は
、
地
域
課
題
の
解
決
を
、

ま
ず
答
え
を
ド
ン
ド
ン
出

し
、
や
っ
て
み
て
、
解
決
し

て
い
く
と
い
う
手
法
で
あ
る

が
、
基
礎
と
し
て
の
学
歴
や

異
業
種
実
務
が
あ
り
、
悲
壮

感
や
負
い
目
は
な
い
。

映
画
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

『
お
だ
や
か
な
革
命
』
に
も
、

妙
味
が
あ
る
。
英
語
の
表
記

は
、〝
Ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｒ
ｅ

ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
〟
と
し

て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
ト
の
対

語
は
、〝
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
〟
で
、

ま
さ
し
く
こ
の
映
画
に
は
笑

顔
が
満
ち
て
い
る
。
ト
ー
ク

の
テ
ン
ポ
の
よ
さ
は
、
語
り

た
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
が

沢
山
あ
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

田
舎
は
、
都
会
に
負
け
な

い
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
「
心
の

豊
か
さ
」
が
深
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
の
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
は
、
経
済
的
に
も
「
豊

か
さ
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ

ろ
そ
ろ
私
た
ち
も
マ
イ
ン
ド

チ
ェ
ン
ジ
し
、
穏
や
か
に
、
あ

る
い
は
果
敢
に
取
り
組
み
た

い
も
の
で
あ
る
。

で
行
っ
た
。
こ
の
行
事
で
、

福
島
県
喜
多
方
市
の
大
和
川

酒
造
の
佐
藤
彌
右
衛
門
氏

に
、
蔵
元
と
し
て
日
本
酒
の

講
義
を
お
願
い
し
た
。

と
こ
ろ
が
講
義
の
大
半

は
、
同
氏
が
会
津
で
当
時
行

お
う
と
し
て
い
た
水
力
発
電

や
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
熱

っ
ぽ
く
語
ら
れ
て
い
た
の
を

思
い
出
す
。
同
氏
は
、
日
本

酒
の
地
酒
は
、「
郷
酒
（
さ

と
さ
け
）」
と
呼
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
た
。
そ
の
想
い

は
、
文
字
通
り
郷
土
へ
の
愛

着
と
酒
造
り
の
信
念
に
由
来

し
て
い
る
と
思
う
。

２
０
１
１
年
の
３
・
11
で

福
島
が
受
け
た
原
発
に
よ
る

犠
牲
と
被
害
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
首
都
圏
を
支
え
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
郷

土
の
状
況
を
再
認
識
し
、
電

力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
の

発
足
、
新
電
力
と
し
て
の
会

津
電
力
へ
と
継
続
し
、
さ
ら

に
全
国
に
発
展
し
て
い
る
。

ま
さ
に
、「
お
だ
や
か
な
革

命
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
同
氏
の
酒
蔵
や

喜
多
方
に
「
鐵
の
道
」
の
提

案
や
会
津
電
力
の
見
学
会
な

ど
で
、
３
、
４
回
訪
問
し
て

い
る
が
、
重
厚
な
歴
史
に
裏

打
ち
さ
れ
た
街
並
み
で
、
市

外
の
者
も
愛
着
を
覚
え
る
。

偶
然
、
街
中
の
骨
董
屋
に
入

る
と
、
筆
者
の
大
学
、
学
科

の
卒
業
生
が
、
移
住
し
働
い

て
い
る
と
い
う
。
喜
多
方

は
、
大
多
喜
と
似
て
磁
場
が

強
い
。

▼
「
豊
か
さ
」
は
、

一
辺
倒
で
は
な
い

会
津
の
彌
右
衛
門
氏
、
そ

し
て
映
画
の
出
演
者
の
方
々

の
一
連
の
生
き
方
や
活
動
の

様
子
を
み
る
と
、
地
域
の
個

性
を
活
か
し
て
い
る
こ
と
に

感
動
す
る
。
同
時
に
、
日
本

人
の
「
豊
か
さ
」
が
、
都
市

に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
田

舎
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
渡
辺
監
督
は
、
見
事
に

映
し
出
し
て
い
る
。

３
・
11
が
原
因
で
露
呈
し

た
原
発
シ
ス
テ
ム
の
問
題

点
。
そ
し
て
、
広
域
で
長
時

間
に
わ
た
る
大
き
な
犠
牲
。

こ
れ
を
学
び
と
し
、
そ
こ
か

ら
脱
却
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

フ
ト
、
そ
し
て
何
よ
り
も
マ

イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
日
本
、
と
い

う
現
状
が
あ
る
。

し
か
し
、
指
導
的
な
立
場

の
方
々
が
、
反
省
も
責
任
履

行
も
な
し
で
、
や
り
過
ご
そ

う
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
が
、

彌
右
衛
門
氏
の
行
動
の
原
点

で
あ
り
、
継
続
力
で
あ
る
。

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
、

渡
辺
監
督
の
映
画
制
作
の
原

動
力
と
な
っ
て
、
映
画
で

は
、
若
者
た
ち
の
田
舎
で
の

先
鋭
的
な
活
動
も
、
例
示
さ

れ
て
い
る
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、

福
島
県
飯
舘
村
で
の
小
林
稔

氏
の
飯
舘
電
力
、
秋
田
県
に

か
ほ
市
で
の
半
澤
彰
浩
氏
の

市
民
風
車
、
岐
阜
県
郡
上
市

石
徹
白
集
落
で
の
平
野
彰
秀

氏
夫
妻
た
ち
の
地
域
再
生
活

動
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
で
の

井
筒
耕
平
氏
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
成
立
し
、
雇
用
を
産
む
地

域
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
監
督
は
、
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
映
画
作
家
で
あ
り
、
地

域
で
の
活
動
の
様
子
を
映
像

化
し
、
個
人
や
協
働
の
活
動

を
、
美
し
い
田
舎
暮
ら
し
の

作
品
と
し
て
仕
上
げ
て
い
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域

資
源
で
あ
り
、
地
域
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
し
か

し
、
な
か
な
か
そ
の
利
活
用

は
進
ま
な
い
。
こ
の
映
画
で

は
、
地
域
資
源
を
移
住
者
が

火
付
け
役
と
な
り
、
域
内
外

か
ら
の
投
資
を
得
て
事
業
化

し
、
先
導
す
る
様
子
、
そ
れ

に
域
内
者
が
関
わ
り
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
活
性
化
で
き
る
様

子
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と

し
て
伝
え
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
、
他
の
地
域

に
も
波
及
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。
そ
の
対
象
や
内
容

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
異

な
り
、
特
徴
化
さ
れ
る
。
地

域
は
、「
一
辺

倒
で
は
な
い
と

い
う
マ
イ
ン

ド
」
の
獲
得
も

意
図
さ
れ
て
い

映画『おだやかな革命』のパンフレットから引用

◆スマートエネルギー Week2018（第11回
［国際］太陽電池展～ PV EXPO 2018 ～

／第9回太陽光発電システム施工展／第
9回［国際］二次電池展～バッテリージ
ャパン～／第8回［国際］スマートグリ
ッドEXPO ／第6回［国際］風力発電展
～ WIND EXPO 2018 ～／第3回［国際］
バイオマス発電展／第2回［次世代］火
力発電EXPO ／第14回［国際］水素・燃
料電池展～ FC EXPO 2018 ～
会期：2018年2月28日（水）～ 3月2日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00まで）▷会場：東
京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷参加費：無料（登録制）▷
主催：リード エグジビション ジ
ャパン/問合せ先：03-3349-8576

◆日経メッセ 街づくり・店づくり総合
展「JAPAN SHOP」・「建築・建材展」・

「リテールテックJAPAN」・「SECURITY 
SHOW」・「LED NEXT STAGE」・「 商 空
間・住空間 NEXT」
会期：2018年3月6日（火）～ 9日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日
のみ16：30終了）▷会場：東京ビッグ
サイト（東京都江東区有明3-10-1）▷

入場料：3,000円（同時開催展と共通、
税込み）＊Webサイトの事前登録で無
料▷主催：日本経済新聞社/問合せ先：
NTTハローダイヤル03-5777-8600

◆第2回AI・人工知能EXPO
会期：2018年4月4日（水）～ 6日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 18：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場料：Web登録・招待券持
参者は無料（招待券請求（無料）はこち
らまで）※招待券が無い場合5,000円▷
主催：リード エグジビション ジャパ
ン株式会社/問合せ先：03-3349-8507

●ふくしまみらいビジネス交流会
会期：2018年2月20日（火）▷開催時間：
13：30 ～ 16：30▷会場：富岡町文化交
流センター学びの森会議室2階（福島県双
葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1）▷主
催：経済産業省／（一財）福島イノベーシ
ョン・コースト構想推進機構/問合せ先：
ふくしまみらいチャレンジプロジェクト
事務局03-6380-5490

●第6回 IEA Windセミナー
開催日：2018年2月20日（火）▷開催時間：
10：30 ～ 17：00▷会場：日比谷図書文化
館 日比谷コンベンションホール（大ホー
ル）東京都千代田区日比谷公園1番4号▷参
加費：無料▷主催：国立研究開発法人新

エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
/問合せ先：セミナー事務局03-6457-9801

（株式会社風力エネルギー研究所内）
●堺市水素エネルギー社会推進協議会セミナ

ー「水素でひらくクリーンな未来に向けて」
開催日：2018年2月20日（火）▷開催時間：
13：30 ～ 17：45（受付13：00 ～）▷会場：
ハグミュージアム 5階 ハグホール（大阪
市西区千代崎3丁目南2番59号）▷参加費：
無料▷主催：堺市水素エネルギー社会推
進協議会 /問合せ先：堺市水素エネルギ
ー社会推進協議会事務局（堺市市長公室
企画部 企画推進担当内）072-228-7480

●燃料電池自動車部品セミナー in浜松
開催日：2018年2月23日（金）▷開催時間：
14：00 ～ 16：30▷会場：アクトシティ浜松　
音楽工房ホール（静岡県浜松市中区板屋町
111-1　※研修交流センター内）▷参加費：
無料▷対象：燃料電池自動車に関連する部
品・部材市場への参入を目指す地域企業等
▷主催：関東経済産業局／一般財団法人日
本立地センター /問合せ先：一般財団法人日
本立地センター 総務部企画室03-3518-8967

●サステイナブルコミュニティ創生シン
ポジウム ～持続可能な地域循環型経済
コミュニティの形成～
開催日：2018年2月28日（水）▷開催時間：
13：00 ～ 16：45（懇親会17：00 ～ 18：
30）▷会場：一橋大学一橋講堂（東京都

千代田区一ツ橋2-1　学術総合センター
内中会議場1、2）▷参加費：シンポジウ
ム無料、懇親会5,000円▷主催：日本サ
ステイナブルコミュニティ協会（JSC-A）
/問合せ先：協会事務局03-5542-1588

●2017 HESS特別講演会「水素エネルギ
ーの現状と展望～水素エネルギーに取
り組む国内外の大学、機関から～」
開催日：2018年3月1日（木）▷開催時間：
13：15 ～（受付13：00 ～）▷会場：日本大
学会館（本部）講堂（東京都千代田区九段南
4-8-24）▷参加費（資料＜予稿集＞代を含
む）：HESS会員＝1万円(学生3,000円）／非
会員＝２万円（学生4,000円）▷主催：一般
社団法人水素エネルギー協会（HESS）/問合
せ先：HESS事務局 secretary@hess.jp

●東京都 中小規模事業所向け 温暖化対
策セミナー（第8回）
開催日・時間：2018年3月13日（火）13：00 ～
17：00（開場12：30 ～）／ 3月14日（水）14：00
～ 17：15（開場13：30 ～）▷会場：新宿NSビ
ル（スカイカンファレンス）東京都新宿区西新
宿2丁目4番1号▷対象：地球温暖化対策報告
書の提出事業者、都内中小規模事業所の関係
者など▷問合せ先：東京都環境局地球環境エ
ネルギー部地域エネルギー課03-5388-3443

●第12回イワタニ水素エネルギーフォー
ラム【東京】
会 期：2018年4月17日（火 ）▷ 開 催 時 間：

13：00 ～（開場12：30 ～）▷会場：東京国
際フォーラム『ホールB7』（東京都千代田
区丸の内3-5-1）▷参加費：無料▷主催：岩
谷産業株式会社/問合せ先：イワタニ水素
エネルギーフォーラム事務局03-5405-7030

●第19回新産業技術促進検討会「ヒー
トポンプ技術が拓く省エネルギー・
低炭素型産業プロセス革命－ヒート
ポンプ技術の動向と今後の取組－」
会期：2018年3月16日（金）▷開催時間：
10：00 ～ 17：40▷会場：TKPガーデンシ
ティ竹橋（東京都千代田区一ツ橋1-2-2
住友商事竹橋ビル）▷参加費：無料▷主
催：モノづくり日本会議／日刊工業新聞
社▷共催：国立研究開発法人新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）/問合
せ先：日刊工業新聞社「モノづくり日本
会議事務局」03-5644-7608

●平成29年度 地熱開発利用講演会
会期：2018年3月16日（金）▷開催時間：
14：10 ～ 16：50▷会場：ホテルグラ
ンドヒル市ヶ谷（東京都新宿区市谷本
村町4-1）▷参加費：8,000円（資料代
含む）▷主催：（一財）新エネルギー財
団/問合せ先：新エネルギー財団 水
力地熱本部 地熱部03-6810-0366

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 4月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


